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全労連東海北陸ブロック
2026年最賃キャラバン資料

全労連東海北陸地方協議会

最低賃金マップ 2025年10月以降改定
全国平均 1,121円（加重）
前年比 66円増（6.3％増）
最高額 東京 1,226円
最低額 宮崎、高知、沖縄1,023円
地域間格差は、昨年より9円縮小
203円 16.6％差
39道府県（83.0%）が中央最低賃金審議会目安上回る
大幅な発効日の先送りが急増
秋田3/31、群馬3/1

半年間、地域間格差は
275円に拡大
(22.4％差)



最低額

最低賃金 国際比較 2025年8月時点
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出典:oecd.statより全労連が作成。民間産業の時間
当たり賃金（一時金・時間外手当等含む）。1997年
を基準に指数化。 2025.12.15 全労連事務局作成

■30年近くにわたって実質賃金が低下し続ける日本



最低賃金3つの問題点
①金額が低すぎて自立して生活できないこと

②地域別制度が格差を生み、人口流出と地域
経済の衰退を招いていること

③中小企業支援が脆弱であるがゆえに最低賃
金の引き上げを妨げていること

都道府県別平均賃金（年収）と最低賃金額

2024年都道府県別平均賃金（年収）は厚生労働省『令和6年賃金構造基本統計調査』より
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2023年 地域最低賃金と人口の社会的増減の比較図

2023年の社会的人口増減 2024年10月改定の最低賃金額

最低賃金が高い都市部に人口が流出
119,144

※ 総務省統計局：「住民基本台帳人口・世帯数、令和5年（1月1日から同年12月31日まで）人口動態（都道府県別））」より、全労連作成

静岡県の東京圏など都市部に対する男女別･年齢階級別人口移動の状況

若者が東京圏（都市部）に流出

総務省の「住民基本台帳人口移動報告」（2024年）より



これまでに49,000人が参加

※現在、全国で
アップデート中

物価高騰を反映すると
全国どこでも
1800円以上に!
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緑文字は2025年1月以降にアップデートした金額



東京など都市部は住居費が高いが交通･通信費が安い
地方は住居費が安くても交通･通信費が高い



地域経済実態
企業支払能力

最賃引上げ
=実質賃金引上げ

地域経済活性化を図るには国の政治決断

政治決断






